
 

 

 

 

 

あいさつの取り組み 

４月の生活目標は「いつでもいいあいさつをしよう」です。

校舎内でも会釈をする児童が増えてきました。宇ノ気小は年間

を通してあいさつの指導を行っています。生活目標が変わって

も、「声を出す・会釈をする」ことを指導していきます。 

☆宇ノ気小のあいさつを活性化するために、運営委員会の児童

が毎朝あいさつ運動を行っています。 

地域からのお願い 

４月中旬～下旬にかけて、地域の方から指導が必要な案件の連絡をいただいています。内容は

以下の通りです。 

・住宅地の道路で遊んでいる児童がいて、遊びのマナーが悪い。ボールを民家の壁にぶつけた

り、道路でキックボードを乗り回したりしている。 

・登下校時、複数の児童が横に広がって歩いている。 

全て校内放送にて指導しましたが、ご家庭で改めて指導し、再発防止に努めていただけるとあり

がたいです。 

ＧＷ明けの登校渋り予防 

長期休み明けや連休後は、登校を渋る児童が増える傾向にあります。大人でも休み明けに働きた

くない気持ちは共感できるものがありますね。登校を渋る傾向が見られたら、まずは共感しつつも、

「家族みんなで頑張ろう！」と声掛けをしていただきたいです。 

近年、動画やオンラインゲーム等、児童が楽しいと感じるものが多く出回っています。そのため、

学校よりも家にいたいと思う児童が多くなっています。しかし、友達との関わりや集団で学ぶ楽し

さは、学校でしか得られないものです。保護者の方々の経験を踏まえて、保護者の言葉で学校の楽

しさを伝えていただくことが一番の予防につながります。お手数をおかけしますが、よろしくお願

いします。 

５月の生活目標 どんな時でも廊下や階段を歩こう 

５月は運動会練習等で、活動的な時間が多くなります。けがを防止

し、安心・安全な学校にしていくためにも指導を徹底していきます。 

 

児童とのスキンシップ問題（高学年向き） 

数日前に、父・姪っ子と共に海へ行きました。父は浜辺にいる鳥を見て「警察に捕まりそうな鳥やな」と言いまし

た。さて、鳥の名前はなんでしょう？ 

正解は・・・・サギです。面白いと感じた方は、お子さんとのスキンシップにご活用ください。 
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